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充填固化体用放射能評価プログラムの健全性について 

 
１．はじめに 

充填固化体用放射能評価プログラム内には現時点においてワーニング要因が存在しているものの、
放射能評価結果に影響を与えるものではないため、充填固化体用放射能評価プログラムは健全であ
ると考えているが、検証結果の更なる信頼性向上のため以下の検証を実施した。 
なお、メーカが実施した検証内容・検証結果については、北陸電力がメーカの現地で立会調査を実

施し、日本原燃が北陸電力による立会調査の結果を確認することで、問題がないことを確認した。 

【検証内容】 
①メーカで保有する充填固化体用放射能評価プログラムのソースコード内に存在するワーニング要因
が除去されていることを確認する。 

②ワーニング要因除去後、コンパイルチェック時にワーニング発生しないことを確認する。 
③ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムに模擬データを入力し、ワーニン
グ要因除去前後で出力値に差異がないことを確認する。 

④ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムに実機の廃棄体データ(今年度
搬出予定分の廃棄体のデータ)を入力し、ワーニング要因除去前後の出力値と、実機の廃棄体
(今年度搬出予定分の廃棄体)の帳票結果を比較し、差異がないことを確認する。 

 
２．検証結果 
（1）「検証内容①」に対する検証結果 

✓ ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムのソースコードを比較すること
で、ワーニング要因除去後のソースコードには、ワーニング要因となる記述が削除されていること
を確認した。 

（2）「検証内容②」に対する検証結果 
✓ ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムのソースコードをコンパイルし

た結果、ワーニング要因除去前に発生していたワーニングが、ワーニング要因除去後、発生し
ないことを確認した。 

（3）「検証内容③」に対する検証結果 
✓ ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムにおいて、４種類ある分岐

(パス)全てにおいて、放射能量出力前の値から放射能量出力後の値まで正しく引き継がれ
ているとともに、ワーニング要因除去前後の値に差異がないことを確認した。 

（4）「検証内容④」に対する検証結果 
✓ ワーニング要因除去前後の充填固化体用放射能評価プログラムで測定した出力値と、実機

の廃棄体(今年度搬出予定分の廃棄体)の帳票結果を比較し、差異がないことを確認した。 
 
３．添付資料 
（１）低レベル放射性廃棄物搬出検査装置 均質・均一固化体放射能評価プログラム誤りについ

て － 充填固化体プログラム(ワーニング除去)検証結果 － 
以 上 



低レベル放射性廃棄物搬出検査装置

均質・均一固化体放射能評価プログラム誤りについて

ー 充填固化体プログラム(ワーニング除去)検証結果 －

【添付資料(1)】
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1 実施目的

(1) 背景
低レベル放射性廃棄物搬出検査装置 均質・均一固化体放射能プログラム誤り事象
において、充填固化体放射能評価プログラムは、プログラム検証の結果、正常であることが
確認されている。プログラム検証のうち、コンパイル検証時に確認されたワーニングに関しても、
放射能解析に影響の無いことを確認している。

(2) 目的
本検証では、均質と充填の切り分けをより確実にするため、ワーニングが発生しないようプ
ログラム改造を実施した場合でも、放射能解析結果が変わらないことを示すことにより、現
状の充填用プログラムが問題無いことを確認する。

(3) 実施例
実施例として、⾄近に搬出が計画されている北陸電⼒株式会社志賀原⼦⼒発電所の
直接充填固化体プログラムを対象とし、メーカ工場にて実機と同等の条件により確認する。
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2 実施内容

本検証に関し、以下の手順で実施する。
(1)プログラムの改造
・使用するファイル︓メーカで所有するソースファイル
・使用する実⾏ファイル︓ワーニングが削除の変更前/変更後の２種類

(2)模擬データによる全パス確認
・使用するデータ︓模擬データ(メーカ所有のスペクトルデータ）（各パス(全4ケース))
・確認内容︓プログラム変更前後で出⼒値に差が無いこと

(3)実機の廃棄体データによる確認
・使用するデータ︓実機の廃棄体データ

（申請区分(３申請)のCo-60最大/最小、Cs-137検出データ︓計7件）
・確認内容︓プログラム変更前後で出⼒値に差が無いこと、帳票値と同じであること

廃棄体スペクトルデータ例

左図︓Co-60最大

右図︓Co-60最小
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3 プログラム改造内容

志賀向けの直接充填プログラムにおいてコンパイルによるプログラムの検証において確認された
２つのワーニングに関し、ワーニングが発生しないよう改造を実施する。また、引数誤りに関して
は、コメントアウトにより無効化されておりワーニングは発生していないが、コメントを削除すること
による影響の有無を確認する。

No. 項目 改造内容（添付１参照）
1 変数(CP0)が配列のデータ型

と一致しない
当該ワーニング部はその後の計算に使用されていない。
そのため、配列とデータ型が同じ変数を当該部で使用
する。

2 変数(RMT)の値が定義されず
に使用されている

変数RMTは放射能評価に使用していない変数であ
るため、当該部を削除する。

3 コメント中に“C060”,“C058”
の記載がある。

当該コメントを削除する。

上記改造により、コンパイル時にワーニングが発生しないことを確認した。（添付２参照）
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4 検証に使用する計算機

本検証に使用する計算機と実機計算機との比較を以下に示す。メーカの型式やCPUには相
違があるが、本検証は放射能計算機内でクローズするものであることより、OSが同じであれば、
CPUの値に違いが合っても、放射能解析結果に影響はないことより、検証に使用する計算機
は適切であると考える。
なお、後述の帳票の値と本検証の計算結果が同一であることからも、適切であると⾔える。

No. 項目 本検証の計算機 実機計算機
1 メーカ・型式 Panasonic CF-R9

（ノートPC）
⽇⽴ HF-W6500
（デスクトップ）

2 OS WindowsXP
Professional

WindowsXP
Professional

3 CPU Intel(R)Core(TM)i7
CPU620U（1.06GHz ）

インテル®Celeron®
Mプロセッサー（1.3GHz）

4 メモリ 2GB 2GB
5 コンパイル環境 Compaq

Visual Fortran 6
Compaq
Visual Fortran 6
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5 実施結果（模擬データによる各パスの確認）

メーカ所有の模擬データ4件を用いて、以下の評価を実施した。
(1)メーカ所有のソースファイルより作成の実⾏プログラムによる評価（Before）
(2)メーカ所有のソースファイルよりワーニング文を削除し、作成した実⾏プログラムによる評価（After）
それぞれの評価結果より、以下を確認した。
① ワーニング文削除前後において、全てのパスで放射能量出⼒前から出⼒後まで正しく数値が引き継

がれている（全パス検証）。
② 放射能量出⼒前、後において、ワーニング文削除前後での評価結果が同じ。

No.
ICO

フラグ
CS>>Co
判定

充① 0 Yes
充② 0 No
充③ 1 Yes
充④ 1 No

充填固化体全パス条件

メーカ所有の模擬データによる評価

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

充①_Before 0 yes 382 8.681E+08 1.788E+09 8.681E+08 1.788E+09

充①_After 0 yes 382 8.681E+08 1.788E+09 8.681E+08 1.788E+09

充②_Before 0 no 382 8.716E+08 9.162E+08 8.716E+08 9.162E+08

充②_After 0 no 382 8.716E+08 9.162E+08 8.716E+08 9.162E+08

充③_Before 1 yes 382 6.707E+04 3.133E+09 6.707E+04 3.133E+09

充③_After 1 yes 382 6.707E+04 3.133E+09 6.707E+04 3.133E+09

充④_Before 1 no 382 7.089E+04 1.361E+05 7.089E+04 1.361E+05

充④_After 1 no 382 7.089E+04 1.361E+05 7.089E+04 1.361E+05

固化体
重量
[kg]

No.
ICO

フラグ
CS>>Co
判定

放射能量出力前 放射能量出力後



6

6 実施結果（実機の廃棄体データによる確認）

「① メーカ所有のスペクトルデータによる全パス検証で問題ないこと」及び「② ワーニング文削除前後で
評価結果が同じであること」が確認できたため、志賀原⼦⼒発電所の廃棄体データ7件について同様の
評価を実施した結果、評価結果について問題ないことを確認した。

志賀原⼦⼒発電所の廃棄体データによる評価

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

No.1_2335033HR1L_Before 411 1.773E+07 6.782E+05 1.773E+07 6.782E+05

No.1_2335033HR1L_After 411 1.773E+07 6.782E+05 1.773E+07 6.782E+05

No.2_2335170HR1L_Before 320 2.635E+06 2.190E+05 2.635E+06 2.190E+05

No.2_2335170HR1L_After 320 2.635E+06 2.190E+05 2.635E+06 2.190E+05

No.3_2335200HR1L_Before 305 5.238E+04 1.466E+05 5.238E+04 1.466E+05

No.3_2335200HR1L_After 305 5.238E+04 1.466E+05 5.238E+04 1.466E+05

No.4_2336034HR1L_Before 508 1.665E+05 6.657E+05 1.665E+05 6.657E+05

No.4_2336034HR1L_After 508 1.665E+05 6.657E+05 1.665E+05 6.657E+05

No.5_2336114HR1L_Before 653 4.022E+06 2.444E+05 4.022E+06 2.444E+05

No.5_2336114HR1L_After 653 4.022E+06 2.444E+05 4.022E+06 2.444E+05

No.6_2336267HR1L_Before 676 4.462E+05 2.167E+06 4.462E+05 2.167E+06

No.6_2336267HR1L_After 676 4.462E+05 2.167E+06 4.462E+05 2.167E+06

No.7_2336273HR1L_Before 642 2.741E+05 1.643E+06 2.741E+05 1.643E+06

No.7_2336273HR1L_After 642 2.741E+05 1.643E+06 2.741E+05 1.643E+06

固化体
重量
[kg]

No.

放射能量出力前 放射能量出力後
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7 実施結果

志賀原⼦⼒発電所の廃棄体データの解析結果（3桁表示）と、帳票値を比較したところ、値が合致
していることを確認した。
以上の検証によりワーニング部の削除前後で評価結果は同じであり、帳票値と合致していることから、プ
ログラムに問題はないことが実証されたと⾔える。

志賀原⼦⼒発電所帳票値との比較

Co-60
放射能量

[Bq]

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能量

[Bq]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

Co-60
放射能量

[Bq]

Co-60
放射能濃度
[Bq/ton]

Cs-137
放射能量

[Bq]

Cs-137
放射能濃度
[Bq/ton]

No.1_2335033HR1L_Before 411 7.29E+06 1.78E+07 2.79E+05 6.79E+05

No.1_2335033HR1L_After 411 7.29E+06 1.78E+07 2.79E+05 6.79E+05

No.2_2335170HR1L_Before 320 8.44E+05 2.64E+06 7.01E+04 2.20E+05

No.2_2335170HR1L_After 320 8.44E+05 2.64E+06 7.01E+04 2.20E+05

No.3_2335200HR1L_Before 305 1.60E+04 5.24E+04 4.48E+04 1.47E+05

No.3_2335200HR1L_After 305 1.60E+04 5.24E+04 4.48E+04 1.47E+05

No.4_2336034HR1L_Before 508 8.46E+04 1.67E+05 3.39E+05 6.66E+05

No.4_2336034HR1L_After 508 8.46E+04 1.67E+05 3.39E+05 6.66E+05

No.5_2336114HR1L_Before 653 2.63E+06 4.03E+06 1.60E+05 2.45E+05

No.5_2336114HR1L_After 653 2.63E+06 4.03E+06 1.60E+05 2.45E+05

No.6_2336267HR1L_Before 676 3.02E+05 4.47E+05 1.47E+06 2.17E+06

No.6_2336267HR1L_After 676 3.02E+05 4.47E+05 1.47E+06 2.17E+06

No.7_2336273HR1L_Before 642 1.76E+05 2.75E+05 1.06E+06 1.65E+06

No.7_2336273HR1L_After 642 1.76E+05 2.75E+05 1.06E+06 1.65E+06

固化体
重量
[kg]

No.

解析結果（3桁表示） 帳票

7.29E+06 1.78E+07 2.79E+05 6.79E+05

1.76E+05 2.75E+05 1.06E+06 1.65E+06

8.46E+04 1.67E+05 3.39E+05 6.66E+05

2.63E+06 4.03E+06 1.60E+05 2.45E+05

3.02E+05 4.47E+05 1.47E+06 2.17E+06

8.44E+05 2.64E+06 7.01E+04 2.20E+05

1.60E+04 5.24E+04 4.48E+04 1.47E+05
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8 まとめ

本検証により、充填固化体プログラムの検証が適切に実施され、下記１）、２）により検証
は十分に妥当性があり、現状のプログラムが問題無いことを確認した。

1) 模擬データによる各パスの確認により、各パスが正常に動作し、変更前後で出⼒値に差異
が無いことを確認した。

2) 実機の廃棄体データによる確認により、変更前後で出⼒値に差異が無いこと、および、帳
票値と一致することを確認した。

なお、プログラム修正を⾏うことにより、ワーニングは生じないことを確認した。
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9 添付１：プログラム改造内容(1/2)

１．変数(CP0)が配列のデータ型と一致しない

【改造の考え方】
下記②の部分でCP0とICOND(1608)をリン
クしているが、この値はその後使用してい
ない。（CP0は空気層C/Pの値であり、その
後の処理で改めて設定している)
そのため、ICOND(1608)(２バイト)と同じ型
式の変数を当てはめ、ワーニングが発生
しないようにする。
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10 添付１：プログラム改造内容(2/2)

２．変数(RMT)の値が定義されずに使用されている

３．コメント中に“C060”,“C058”の記載がある
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11 添付２：ワーニング対応

＜改造前＞ ＜改造後＞
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12

【インプット】
スペクトルデータ

解析開始

環境B.G補正

Co-60ピークが
有意か

充① 充②

Cs-137ピーク
がCo-60より

十分大きいか

充③ 充④

Cs-137ピーク
がCo-60より

十分大きいか

志賀原⼦⼒発電所の直接充填固化体は放射能評価プログラム分岐上の４パターンのインプット
による全パス検証を⾏う。

No (ICO:1)

Yes
(ICO:0)

Yes
(Cs>K1*Co)

Yes
(Cs>K1*Co)

No 
(Cs≦K1*Co)

No 
(Cs≦K1*Co)

添付３：直接充填固化体の放射能評価プログラム全パス検証
（志賀原子力発電所）

パターン ICO
フラグ Cs>K1*Co

充① 0 Yes
充② 0 No
充③ 1 Yes
充④ 1 No

K１；固有の係数




